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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和2年2月6日(2020.2.6)

【公開番号】特開2019-214632(P2019-214632A)
【公開日】令和1年12月19日(2019.12.19)
【年通号数】公開・登録公報2019-051
【出願番号】特願2019-181618(P2019-181618)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  31/7028   (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ   31/7028   　　　　
   Ａ６１Ｐ   19/02     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和1年11月18日(2019.11.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
ヒアルロナンを含む高弾性組成物であって、
該ヒアルロナンが、３０ｍｇ／ｍＬを超える濃度で該組成物中に存在し；
該ヒアルロナンは１３０万～２００万の間の平均分子量を有し；
該ヒアルロナンは架橋しておらず、および／または化学的改質を実質的に含まず；
ここで、該組成物は、タンパク質、ヒアルロナンとは異なるグリコサミノグリカン、ヒド
ロキシプロピルメチルセルロースおよび局所麻酔薬からなる群より選択される薬学的に活
性な物質を実質的に含まず；
該組成物は無菌であり；
該組成物は、５．０Ｈｚの周波数で測定したとき少なくとも約９００パスカルの弾性率（
Ｇ’）を有し；
該組成物は、緩衝液と塩を含む、組成物。
【請求項２】
前記緩衝液がリン酸緩衝液を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
前記リン緩衝液がリン酸緩衝食塩水（ＰＢＳ）である、請求項２に記載の組成物。
【請求項４】
前記塩が、約１０ｍＭ～約２５０ｍＭの間の濃度で前記組成物中に存在する、請求項１に
記載の組成物。
【請求項５】
前記塩がＮａＣｌである、請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
ＮａＣｌが、約８．４７ｇ／Ｌの濃度で前記組成物中に存在する、請求項５に記載の組成
物。
【請求項７】
前記組成物が、約８．４７ｇ／ＬのＮａＣｌ、約０．０４７ｇ／ＬのＮａＨ２ＰＯ４・Ｈ

２Ｏおよび約０．２１３ｇ／ＬのＮａ２ＨＰＯ４を含む、請求項６に記載の組成物。
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【請求項８】
前記組成物が約５．５～約７．５の間のｐＨを有する、請求項１に記載の組成物。
【請求項９】
前記組成物が約７～約９の間のｐＨを有する、請求項１に記載の組成物。
【請求項１０】
前記ヒアルロナンが約４０ｍｇ／ｍＬ～約６０ｍｇ／ｍＬの濃度で組成物中に存在する、
請求項１に記載の組成物。
【請求項１１】
前記ヒアルロナンが約４０ｍｇ／ｍＬの濃度で組成物中に存在する、請求項１に記載の組
成物。
【請求項１２】
前記ヒアルロナンが約５０ｍｇ／ｍＬの濃度で組成物中に存在する、請求項１に記載の組
成物。
【請求項１３】
前記組成物が、５Ｈｚの周波数で測定したとき約９００～約７，０００パスカルの間の弾
性を有する、請求項１に記載の組成物。
【請求項１４】
前記組成物が、０．５Ｈｚの周波数で測定したとき少なくとも約１，０００パスカルの弾
性を有する、請求項１に記載の組成物。
【請求項１５】
前記組成物が、０．５Ｈｚの周波数で測定したとき少なくとも約２，０００パスカルの弾
性を有する、請求項１に記載の組成物。
【請求項１６】
前記組成物が、０．５Ｈｚの周波数で測定したとき少なくとも約４，０００パスカルの弾
性を有する、請求項１に記載の組成物。
【請求項１７】
ヒアルロナンを含む高弾性組成物であって、
該ヒアルロナンが、約４０ｍｇ／ｍＬの濃度で該組成物中に存在し；
該ヒアルロナンは１３０万～２００万の間の平均分子量を有し；
該ヒアルロナンは架橋しておらず、および／または化学的改質を実質的に含まず；
ここで、該組成物は、タンパク質、ヒアルロナンとは異なるグリコサミノグリカン、ヒド
ロキシプロピルメチルセルロースおよび局所麻酔薬からなる群より選択される薬学的に活
性な物質を実質的に含まず；
該組成物は無菌であり；
該組成物は、５．０Ｈｚの周波数で測定したとき少なくとも約９００パスカルの弾性率（
Ｇ’）を有し；
該組成物は、約８．４７ｇ／ＬのＮａＣｌ、約０．０４７ｇ／ＬのＮａＨ２ＰＯ４・Ｈ２

Ｏおよび約０．２１３ｇ／ＬのＮａ２ＨＰＯ４を含む、組成物。
【請求項１８】
ヒアルロナンを含む高弾性組成物であって、
該ヒアルロナンが、約５０ｍｇ／ｍＬの濃度で該組成物中に存在し；
該ヒアルロナンは１３０万～２００万の間の平均分子量を有し；
該ヒアルロナンは架橋しておらず、および／または化学的改質を実質的に含まず；
ここで、該組成物は、タンパク質、ヒアルロナンとは異なるグリコサミノグリカン、ヒド
ロキシプロピルメチルセルロースおよび局所麻酔薬からなる群より選択される薬学的に活
性な物質を実質的に含まず；
該組成物は無菌であり；
該組成物は、５．０Ｈｚの周波数で測定したとき少なくとも約９００パスカルの弾性率（
Ｇ’）を有し；
該組成物は、約８．４７ｇ／ＬのＮａＣｌ、約０．０４７ｇ／ＬのＮａＨ２ＰＯ４・Ｈ２
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Ｏおよび約０．２１３ｇ／ＬのＮａ２ＨＰＯ４を含む、組成物。
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